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はじめに 

ＣＡＳＢＥＥは建築物等の総合的な環境性能を評価するツールとして平成１３年度から当法人を中心として

研究開発が行われており、国内の建設会社や設計事務所、不動産事業者等において、計画物件の環境

性能の確認や改善、認証取得による市場へのＰＲ等幅広く活用されています。さらに、２４の地方公共団体

では、建築行政における届出制度としてＣＡＳＢＥＥが活用され、現在までに累計で２万１千件を超える物件

が届出されています。一方で、最大の新築建築物の建設地である東京都では、東京都独自の環境計画書

制度が施行されており、CASBEEの届出データによる蓄積ができていない状況にありましたが、2020年度よ

り東京都建築物環境計画書制度の再構築におけるCASBEE活用の方針に従って、計画書における

CASBEE連携が図られました。 
そこで、東京都内建築物におけるCASBEE評価数の増加することを期待し、すでにCASBEEを導入してい

る自治体においても今後のCASBEEの届出データの蓄積と、蓄積データの利活用が従前よりも効果的に図

られるよう、CASBEEの評価ソフトの改定を行うこととしました。 
改定のポイントとしては、スコアシートを拡充し、 
 評価する取組における取組み状況の見える化 
 採点の根拠となる指標値の見える化 

を図っています。 
追補版マニュアルでは、採点にあたっての評価を助けるため一部の評価項目で例示等を追加しました。 
なお、評価基準は、CASBEE-建築（新築）2016年版評価マニュアルからの変更点はありません。 
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PARTⅠ．CASBEE-建築（新築）の概要 

1. CASBEE-建築（新築）の枠組み 
＜省略＞ 
 

2. 評価方法 
＜省略＞ 
 

3. 評価手順 

3.1 評価シートの構成 

＜省略＞ 
 

3.2 メインシート 

＜省略＞ 
 

3.3 採点シート 

採点シートには各用途における採点基準表が表示されており、評価項目毎に、レベル１からレベル５までの５

段階の採点基準を解説している。評価者はその表に従って採点を行う。 
 

表Ⅰ.3.3 採点シートにおける主要な構成項目 

構成項目 説    明 

採点欄 採点結果をレベル 1～5（または対象外）のプルダウンで選択 

採点基準欄 各項目の採点基準を表示 

評価する取組み欄 一部の項目で採用されている採点方法。環境配慮を行う上で配慮すべき事

項がリスト化されており、該当項目を選択、または評価ポイント数入力すること

で採点する 

重み係数（規定）欄 用途により規定されている重み係数を表示（変更不可） 

環境配慮概要欄※ 採用された環境配慮手法、計算方法など、採点の根拠等を記述 

各種指標欄※ 定量的な評価基準において、採点の根拠となる数値を記入 

※レベル３を超える場合は必ず記入 
 
以降に採点シートの入力方法を示す。 
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(1) 採点基準 

図Ⅰ.3.3に示すように、採点シートには各用途における採点基準表が表示されており、評価者はその表に従

って採点を行う。＜建物全体・共用部分＞は全用途共通に採点する項目である。住宅系用途の場合は、

Q1とQ2の採点シートについて、＜住居・宿泊部分＞の採点基準と採点欄が用意されており、これについて

も採点を行う。 
採点基準は、項目毎にレベル１～５の段階設定がされており、採点欄（評価対象用途で水色表示）ではそ

のレベル数をプルダウンで選択（レベル３の場合は3を選択）する。対象建築物の個別条件によって採点基

準をそのまま適用できないような場合、一部の評価項目で「対象外」を選択することができる（対象外とでき

る項目はマニュアルの解説中に記載されている）。対象外を選択した場合、特に示されない限り、対象外と

した項目の重みが「０」で計上され、それ以外の項目の重みに比例配分される。 
環境配慮概要、各種指標値の欄には採点の根拠となる採用手法、計算法、数値等を記述※する。 
※レベル３を超える場合は必須 

 

 

 
 
 

 
図Ⅰ. 3.3 採点シート画面 

 

  

■建物名称 ○○ビル

Q1 室内環境 色欄について、プルダウンメニューから選択、または数値・コメント※を記入。 実施設計段階

※環境配慮の概要は最長30字程度。レベル３を超える場合は必ず記入し、多い場合は配慮シートに記述する。

1 音環境

1.1 室内騒音レベル dB(A)

建物全体・共用部分 重み係数(既定）＝ 0.40 住居・宿泊部分 重み係数(既定）＝ 0.00

レベル 3.0
事・会（屋外）・病

(待)・ホ・工・住

学(大学等)・

会(図)・病(診)
物・飲 会(他) 学(小中高) レベル 3.0 病・ホ・住

　レベル　1
50＜ [騒音レベ

ル]

45＜ [騒音レベ

ル]

55＜ [騒音レベ

ル]

40＜ [騒音レベ

ル]

60＜ [騒音レベ

ル]
　レベル　1 45＜ [騒音レベル]

　レベル　2
(該当するレベ

ルなし)

(該当するレベ

ルなし)

(該当するレベ

ルなし)

(該当するレベ

ルなし)

50＜ [騒音レベ

ル] ≦60
　レベル　2 (該当するレベルなし)

■レベル　3
45＜ [騒音レベ

ル] ≦50

40＜ [騒音レベ

ル] ≦45

50＜ [騒音レベ

ル] ≦55

35＜ [騒音レベ

ル] ≦40

45＜ [騒音レベ

ル] ≦50
■レベル　3 40＜ [騒音レベル] ≦45

　レベル　4
40＜ [騒音レベ

ル] ≦45

35＜ [騒音レベ

ル] ≦40

45＜ [騒音レベ

ル] ≦50

30＜ [騒音レベ

ル] ≦35

35＜ [騒音レベ

ル] ≦45
　レベル　4 35＜ [騒音レベル] ≦40

　レベル　5
[騒音レベル]

≦40

[騒音レベル]

≦35

[騒音レベル]

≦45

[騒音レベル]

≦30

[騒音レベル]

≦35
　レベル　5 [騒音レベル] ≦35

環境配慮概要

3.2.3 冷媒

重み係数(既定）＝ 0.33

レベル 4.0 物・飲・会・病・ホ・工・住

　レベル　1 (該当するレベルなし)

　レベル　2 HCFCの冷媒を使用している。

　レベル　3 ODP=0の冷媒を使用している。

■レベル　4 自然冷媒・新冷凍システム（ODP=0）を使用し、かつGWP50未満の冷媒を使用している。

　レベル　5 (該当するレベルなし)

環境配慮概要 CO2冷媒冷凍機 ※冷媒種別等を記述

ODP 0 GWP 8

プルダウンメニューから 

１～５、対象外を選択 

採点根拠となる採用手法、計算法、

数値等を記述※ 

※レベル３を超える場合は必須 

→スコアシートに自動転記 
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(2) 評価する取組み 

一部の採点項目（特に「Q3 室外環境（敷地内）」、「LR3 敷地外環境」）においては、採点基準表に付属

する「評価する取組み」表に示される取組み度合いをチェックすることで採点を行う。「評価する取組み」表

には、環境配慮設計を行う上で、配慮すべき事項がチェック項目または手法のリストとしてまとめられている。

リストに示される個々の取組みの有無を評価し、与えられるポイントの合計ポイント数（または項目数）により

項目の採点を行う。なお、評価対象外の場合や、評価ポイント数や項目数以外の基準や要件が示されてい

る場合には、採点欄に直接数値を入力する。 
 
 

 
 

図Ⅰ. 3.4 「評価する取組み」方式の採点シート 

 
 

(3) 計画書シート 

「LR1.エネルギー」の採点項目では、建築物省エネ法におけるBPIやBEIなど、基準適合の判断に用いる指

標を一部項目の評価指標に採用している。「1.建物外皮の熱負荷抑制」では、非住宅系用途をBPIまたは

BPIｍにより評価し、住宅系用途を「品確法」における住宅性能表示制度に準じて評価する。「3.設備システ

ムの高効率化」では、非住宅系用途をBEIまたはBEIｍにより、住宅系用途をBEIにより評価する。 
これら２項目の評価にあたっては、図Ⅰ.3.5に示す「計画書シート」において入力を行う。具体的には、BPIま
たはBPImと基準一次エネルギー消費量、設計一次エネルギー消費量、BEIまたはBEImなどそれぞれ該

当する数値を入力する。 

 
 

① 取組みが採用されている場合、各項目に

設定されている「評価ポイント」を入力する。 

 →スコアシートに自動転記 

② 合計ポイントによってレベルが決まる。

（自動でレベル表示） 

※以下の場合は数値を直接入力。 

・ 評価対象外の場合＝０ 

・ 評価ポイント以外の基準が示

される場合（当該項目では受賞

がある場合＝５） 
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図Ⅰ. 3.5 計画書シート 
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図Ⅰ. 3.5’ 計画書シート（続き） 
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＜参考＞集合住宅の共用部の一次エネルギー消費量を算定されていない場合の評価について 
共用部の一次エネルギー消費量を算定されていない場合、手計算により次の数値を入力する。 
 

（1）共用部の基準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギーを含む）[GJ/年] 
・住戸の床面積の合計[m2]×0.1 [GJ/m2年] 

（2）共用部の設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギーを含む）[GJ/年] 
・共用部の基準一次エネルギー消費量[GJ/年]×BEI（又はBEIm） 

 

 
 
 

(4) 複合用途建築物の採点方法 

複合用途建築物の評価を行う場合は、評価者自らにより、含まれる各用途のレベル（得点）をそれぞれの

面積割合により加重平均した結果を入力する。各用途での結果を評価項目毎に面積加重平均し、結果を

整数で評価ソフトに入力（プルダウンから選択）する。平均の結果は四捨五入した整数とする。認証制度に

申請する場合など、より詳細な評価を行う場合には、加重平均した小数値を含む値を採点欄に直接数値

入力することもできる。 
LR1エネルギーでは、評価ソフトの「計画書シート」に設けられた転記欄に、非住宅系用途は「省エネルギー

計画書」から、住宅系用途は「住宅性能評価書」から数値を転記し評価を行う。複合用途では、非住宅系

用途と住宅系用途の数値をそれぞれ入力することで、「1.建物外皮の熱負荷抑制」では床面積や住戸数に

よる加重平均にて、「3.設備システムの高効率化」では床面積による加重平均にて、まとめて評価を行うこと

ができる。 
 
 
 

3.4 配慮事項記入シート 

＜省略＞ 
 

3.5 排出係数シート 

＜省略＞ 
 

3.6 ライフサイクル CO2 計算シート 

＜省略＞ 
 

3.7 スコアシート  

各採点シートに入力した採点結果が、スコアシートの評価点の欄に表示される。採用された環境配慮手

法、計算方法など、採点シートに記入された「環境配慮概要」が表示される。 
「評価する取組み」表で示された取組みの採否についても採点シートから自動転記されて表示される。ま

た、採点の根拠として採点シートに記入された各種指標値も自動転記されて表示される。 
 
 
 

（1） 

（2） 
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図Ⅰ. 3.13 スコアシート（1/3） 

採点シートの入力内容

（環境配慮概要）が自動

転記される。 
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図Ⅰ. 3.14 スコアシート（2/3） 

3 対応性・更新性 3.0 0.30 - - 3.0

3.1 空間のゆとり 3.0 0.30 - -

1 階高のゆとり 3.0 0.60 3.0 -

2 空間の形状・自由さ 3.0 0.40 3.0 -

3.2 荷重のゆとり 3.0 0.30 3.0 -

3.3 設備の更新性 3.0 0.40 - -

1 空調配管の更新性 3.0 0.20 - -

2 給排水管の更新性 3.0 0.20 - -

3 電気配線の更新性 3.0 0.10 - -

4 通信配線の更新性 3.0 0.10 - -

5 設備機器の更新性 3.0 0.20 - -

6 バックアップスペースの確保 3.0 0.20 - -

Q3 室外環境（敷地内） － 0.30 - - 3.0
1 生物環境の保全と創出 3.0 0.30 - - 3.0

2 まちなみ・景観への配慮 3.0 0.40 - - 3.0

3 地域性・アメニティへの配慮 3.0 0.30 - - 3.0

3.1 地域性への配慮、快適性の向上 3.0 0.50 - -

3.2 敷地内温熱環境の向上 3.0 0.50 - -

LR　建築物の環境負荷低減性 - - 3.0
LR1 エネルギー － 0.40 - - 3.0
1 建物外皮の熱負荷抑制 3.0 0.20 - - 3.0

2 自然エネルギー利用 3.0 0.10 - - 3.0

3 設備システムの高効率化 3.0 0.50 - - 3.0

4 効率的運用 3.0 0.20 - - 3.0

集合住宅以外の評価 3.0 1.00 - -

4.1 モニタリング 3.0 0.50 - -

4.2 運用管理体制 3.0 0.50 - -

集合住宅の評価 - - - -

4.1 モニタリング 3.0 - - -

4.2 運用管理体制 3.0 - - -

LR2 資源・マテリアル － 0.30 - - 3.0
1 水資源保護 3.0 0.20 - - 3.0

1.1 節水 3.0 0.40 - -

1.2 雨水利用・雑排水等の利用 3.0 0.60 - -

1 雨水利用システム導入の有無 3.0 0.70 - -

2 3.0 0.30 - -

2 非再生性資源の使用量削減 3.0 0.60 - - 3.0

2.1 材料使用量の削減 3.0 0.10 - -

2.2 既存建築躯体等の継続使用 3.0 0.20 - -

2.3 躯体材料におけるリサイクル材の使用 3.0 0.20 - -

2.4 3.0 0.20 - -

2.5 持続可能な森林から産出された木材 3.0 0.10 - -

2.6 部材の再利用可能性向上への取組み 3.0 0.20 - -

3 汚染物質含有材料の使用回避 3.0 0.20 - - 3.0

3.1 有害物質を含まない材料の使用 3.0 0.30 - -

3.2 フロン・ハロンの回避 3.0 0.70 - -

1 消火剤 2.0 0.33 - -

2 発泡剤（断熱材等） 3.0 0.33 - -

3 冷媒 4.0 0.33 - -

LR3 敷地外環境 － 0.30 - - 3.2
1 地球温暖化への配慮 3.6 0.33 - - 3.6

2 地域環境への配慮 3.0 0.33 - - 3.0

2.1 大気汚染防止 3.0 0.25 - -

2.2 温熱環境悪化の改善 3.0 0.50 - -

2.3 地域インフラへの負荷抑制 3.0 0.25 - -

1 雨水排水負荷低減 3.0 0.25 - -

2 汚水処理負荷抑制 3.0 0.25 - -

3 交通負荷抑制 3.0 0.25 - -

4 廃棄物処理負荷抑制 3.0 0.25 - -

3 周辺環境への配慮 3.0 0.33 - - 3.0

3.1 騒音・振動・悪臭の防止 3.0 0.40 - -

1 騒音 3.0 0.33 - -

2 振動 3.0 0.33 - -

3 悪臭 3.0 0.33 - -

3.2 風害、砂塵、日照阻害の抑制 3.0 0.40 - -

1 風害の抑制 3.0 0.70 - -

2 砂塵の抑制 3.0 - - 

3 日照阻害の抑制 3.0 0.30 - -

3.3 光害の抑制 3.0 0.20 - -

1 3.0 0.70 - -

2 3.0 0.30 - -

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

雑排水等利用システム導入の有無

躯体材料以外におけるリサイクル材の使用

－

－

CO2冷媒冷凍機

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

昼光の建物外壁による反射光（グレア）への対策 －

－

－

－

屋外照明及び屋内照明のうち外に漏れる光への対策 －

－

－
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 図Ⅰ. 3.14’ スコアシート（3/3） 

CASBEE-建築(新築)2016年版 ○○ビル

評価する取組み 合計 合計2 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 No.13

Q2 サービス性能
1.2.3 内装計画 2.0 2.0 ○ ○ - - - ○ - ○
1.3.1 維持管理に配慮した設計 5.0 ○ - - - - - - ○ - ○ ○ ○
1.3.2 維持管理用機能の確保 5.0 - ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - - - 
2.4.1 空調・換気設備 1.0 - ○ - - - 
2.4.2 給排水・衛生設備 2.0 1.0 ○ - - - - ○ - 
2.4.3 電気設備 2.0 2.0 - - ○ - ○ - 
2.4.5 通信・情報設備 2.0 - ○ - ○ - - 

Q3 室外環境（敷地内）
1 生物資源の保全と創出 7.0 - - 2 .0 1 .0 - 1 .0 1 .0 - 1 .0 1 .0 - 
2 まちなみ・景観への配慮 3.0 2.0 1 .0 - - - - 
3.1 地域性への配慮、快適性の向上 2.0 1.0 - 1 .0 - - - - - 
3.2 敷地内温熱環境の向上 8.0 2.0 - 1 .0 1 .0 - 2 .0 - 2 .0 - 

LR1 エネルギー
2 自然エネルギー利用 - - - - - - - - - - - - - - 

LR2 資源・マテリアル
1.2.2 雑排水等再利用システム導入の有無 - - - - 
2.1 材料使用量の削減 2.0 - 2 .0 - 
2.3 躯体材料におけるリサイクル材の使用 - - - - - 
2.6 部材の再利用可能性向上への取組み - - - - - 
3.1 有害物質を含まない材料の使用 - 

LR3 敷地外環境
2.2 温熱環境悪化の改善 9.0 1.0 - 2 .0 2 .0 1 .0 - - 1 .0 1 .0 1 .0
2.3.3 交通負荷抑制 2.0 - 1 .0 - 1 .0 - - 
2.3.4 廃棄物処理負荷抑制 3.0 1.0 1 .0 - - 1 .0 - 
3.2.2 砂塵の抑制 2.0 2.0 - 

3.3.1 屋外照明及び屋内照明のうち外に漏れる光への対策 2.0 - 2 .0

主な指標

Q1 室内環境

2.1.3 外皮性能 窓システムSC 0.5 窓の日射熱取得率（η） - 

U値（W/m2K） 窓システム 4.0 屋根 2.0 外壁 2.0 床 2.0

住戸部分 窓システムU値 - 外皮UA値 - ηAC - ηAH - 

3.1.1 昼光率 昼光率 1.5%

4.2.2 自然換気性能 自然換気有効開口面積率 3.3%

Q2 サービス性能

1.1.1 広さ・収納性 執務スペース 6.0㎡ /人 病床 8.0㎡ /床 シングル 15.0㎡ ツイン 22.0㎡

1.1.2 高度情報通信設備対応 コンセント容量 30.0 VA/㎡

1.2.1 広さ感・景観 天井高 2.5 m

1.2.2 リフレッシュスペース リフレッシュスペース 0.5% レストスペース 2.0%

2.2.1 躯体材料の耐用年数 想定耐用年数 0 年

2.2.2 外壁仕上げ材の補修必要間隔 想定必要間隔 20 年

2.2.3 主要内装仕上げ材の更新必要間隔 想定必要間隔 10 年

2.2.6 主要設備機器の更新必要間隔 想定必要間隔 0 年

3.1.1 階高のゆとり 階高 3.5 m

3.1.2 空間の形状・自由さ 壁長さ比率 30.0%

3.2 荷重のゆとり 床荷重 2900 N/m2

Q3 室外環境（敷地内）

1 生物資源の保全と創出 外構緑化指数 34% 建物緑化指数 5%

3.2 敷地内温熱環境の向上 空地率 20% 水平投影面積率 10% 地表面対策面積率 13% 舗装面積率 6%

LR1 エネルギー

1 建物外皮の熱負荷抑制 BPI/BPIm 0.97 断熱等性能等級 等級2 相当

2 自然エネルギー利用 自然ｴﾈﾙｷﾞｰ直接利用量 0 MJ/年㎡ 採光を満たす教室数 80.0% 採光を満たす住戸数 80.0%

通風を満たす教室数 80.0% 通風を満たす住戸数 80.0%

3 設備システムの高効率化 BPI/BPIm 非住宅 0.80 住宅 - 太陽光 .0kW 太陽熱等 .0kW 蓄電池 .0kW

LR2 資源・マテリアル

1.2.1 雨水利用システム導入の有無 雨水利用率 0.0%

2.4 躯体材料以外におけるリサイクル材の使用 特定調達品目 - エコマーク商品 - 自治体指定の特定品目等 -

2.5 持続可能な森林から産出された木材 使用比率 5.0%

3.2.1 消火剤 オゾン層破壊係数（ODP） 地球温暖化係数（GWP）

3.2.2 発泡剤（断熱材等） オゾン層破壊係数（ODP） 0 地球温暖化係数（GWP） 1430

3.2.3 冷媒 オゾン層破壊係数（ODP） 0 地球温暖化係数（GWP） 8

LR3 敷地外環境

2.2 温熱環境悪化の改善 見付面積比 44% 隣棟間隔指標Rw 0.40

地表面対策面積率 26.0% 屋根面対策面積率 16.0% 外壁面対策面積率 0.0%

見付面積Sb 30㎡ 卓越風向と直交する最大敷地幅Ws 30 m 基準高さHb 30 m

緑地 430㎡ 水面 ㎡ 保水性対策面 300㎡ 高反射対策面 200㎡ 再帰性反射対策面 300㎡

採点シートの入力内容

（「評価する取組み」の有

無、ポイント）が自動転

記される。 

採点シートの入力内容

（採点の根拠となる指標

の数値等）が自動転記さ

れる。 
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3.8 評価結果表示シート 

＜省略＞ 
 

3.9 CASBEE-建築（新築）評価ソフトにおける留意点 

＜省略＞ 
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PARTⅡ. 採点基準 

1. Q 建築物の環境品質 

Q3 室外環境（敷地内） 
 

1．生 物 環 境 の保 全 と創 出   
 
□解 説 
V.生物資源の管理と利用 
健全な生物資源を育成し、維持していくためには、建物運用時における緑地等の適正な管理が必要不可

欠であり、計画設計段階でも先行的に生物資源の管理に関して十分な配慮と対策を講じておくことが重要

である。そのような観点から本項では、保全または創出した生物資源を維持管理するための取り組みについ

て評価する。 
灌水施設等の緑地の維持管理に必要な設備を設置してなおかつ管理方針を計画している場合及び、自然

と親しめる環境や施設を確保している場合は、それぞれ1ポイントとして評価する。 
 

【取組み例】 
1) 緑地等の維持管理に必要な設備ならびに管理方針の設定 

・ 灌水設備の適正な配置：緑地等に対して、自動潅水設備を設置している取組等 
・ 適正な土壌容量等の植栽基盤の確保；敷地に植栽される樹木等の特性（根の広がり、深さ等）を調査

し、植物が正常に生育できるような状態になっている地盤を確保している等 
・ 巡回監視、樹木剪定、草刈り等の年間工程計画 
・ 病虫害対策等の実施方針；農林水産省における「総合的病害虫・雑草管理（IPM）実践指針」等を参

考にした敷地内の植栽に対する病害虫への対策方針等 
・ 生物モニタリング等の計画と管理への反映；地内の植栽等において環境変化を受けやすい代表的な

生物など特定の生物種（指標種）を選定し、毎回同じ調査手法で長期にわたり生育状況等を調査す

ることで敷地周辺の環境の変化を把握し、その環境の変化に対する対策等を敷地内の植栽管理へ

反映することが計画されている等 
2) 自然に親しめる環境や施設等の確保 

・ 動植物の観察路や展示施設の設置 
・ 建物利用者が使用可能な花壇や植栽地の設置 
・ 自然解説施設の設置や定期イベント開催等による生物情報の提供 
・ 植物銘版やベンチ等の設置 

 
 
 

2. まちなみ・景 観 への配 慮  
 
□解 説 
2）植栽による良好な景観形成 
計画地の緑化について、周辺建物における植栽などと一体にまちなみに心地よい緑の景観を形成する取り

組み、地域の自然景観の形成に寄与する取り組みについて評価する。 
 

①植栽によって沿道に緑の連続性を確保するとともに、修景に寄与している。 
例えば、建築物の外構部分に周辺の公園や沿道等における緑量を保つような植栽を行う取組等 

②隣接敷地や道路の既存樹木との調和やシンボル性に配慮した樹種の選定をしている。 
例えば、敷地内に周辺の沿道に植栽されている樹木と同種のものを植栽することや、敷地のシンボル

となるような樹木を植栽する取組等 
③公道に面した大規模な平面駐車場等について、樹木や植栽や水施設などにより修景している。 

例えば、敷地内にある程度のスペースがある場合、その部分に高木等の植栽を行うことや、池や小川

などの水施設を設置する取組等 
なお、この評価項目における水施設とは、自然環境の保全のために行われるものに限る。 
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2. LR 建築物の環境負荷低減性 

LR2 資源・マテリアル 
 

2. 非 再 生 性 資 源 の使 用 量 削 減  
 

2.3 躯体材料におけるリサイクル材の使用  

□解 説 

本項目は躯体材料におけるリサイクル資材の使用状況を評価する。 

リサイクル資材の例） 

①グリーン調達品目（公共工事） 

高炉スラグ骨材 

フェロニッケルスラグ骨材 

銅スラグ骨材 

電気炉酸化スラグ骨材 

高炉セメント 

フライアッシュセメント 

エコセメント 

製材 

②エコマークを取得した「木材などを使用したボード」（エコマーク商品類型111） 

③エコマークを取得した「間伐材、再・未利用木材などを使用した製品」（エコマーク商品類型115） 

④自治体が指定する特定品目等 

 

 

2.4 躯体材料以外におけるリサイクル材の使用  

□解 説 

本項目は躯体材料以外におけるリサイクル資材の使用状況を評価する。 

評価対象は（公財）日本環境協会が認定している「エコマーク商品」及び「国等による環境物品等の調達の

推進等に関する法律（グリーン購入法）（平成12年5月制定）」で定められている「特定調達品目」、自治体

が指定する特定品目等の内、躯体材料以外に使用されるリサイクル資材のものとする。 

 

 

2.6 部材の再利用可能性向上への取組み   

□解 説 
｢内装材と設備が錯綜せず…｣とは、SI（スケルトン・インフィル）など内装変更を前提とした場合のほか、GL 
工法（せっこうボードのせっこう系直貼り用接着剤による直貼り工法）など、配管・配線が躯体及び仕上材自

体に打込まれていない場合を指す。反対に、躯体にモルタル＋タイル・塗り壁の場合などの場合には、評価

されない。 
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